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平成２０年度夢づくり協働推進事業の実施状況 ２７ 

事 業 名 

県道 大佐日野線の整備 

事業の概要 

当該路線は、急峻で狭隘な地形が連続しており、幅員の狭小区間も多く、冬期の除雪作 

業にも多大な支障をきたしている状況である。 

一方、山には種々の樹木が繁茂しており、新緑・木漏れ日・紅葉等は見事であり、また 

小坂部川の渓流にも身近に接することができ、自然景観に大変恵まれている。 

この地域においては、沿線住民で組織する「大佐日野線三部落道路愛護会」が長年にわ 

たり、道路の草刈りやゴミ拾い等の道路美化活動を続けている。 

新見支局では、上記愛護会を中心とした地域住民・関係者と協働し、地域と密着した道 

路整備を進めるとともに、自然環境を生かした道づくりなど様々な可能性を模索した。 

協働の主体、役割分担 

協働の主体 役割分担 

大佐日野線三部落道路愛護会 道路整備の提言・地元調整 

新見市 道路清掃・草刈・樹木伐採 

県民局新見支局（地域建設室） 協働事業の普及・啓発 

道路整備の計画・立案、用地補償工事 

実 施 状 況 

地元からの要望箇所について、優先順位や役割分担を考慮し、今年度は下記の４箇所に 

ついて事業を実施した。



­ 97 ­ 

新見市大佐大井野(赤松） 

道路拡幅工事 

路側護岸工 

① 年 度  H ２０～ H ２１ 

事業費 １千万円（H20) 

延 長 Ｌ＝４０ｍ（H20) 

幅 員 Ｗ＝５．０ｍ 

新見市大佐大井野(赤松） 

道路防災工事 

土留擁壁・落石防護柵工 

② 年 度  H １９～ H ２０ 

事業費 ０．６千万円（H20) 

延 長 Ｌ＝３０ｍ（H20) 

幅 員 Ｗ＝４．５ｍ 

新見市大佐大井野(赤松） 

道路防災工事 

落石防護柵工 

③ 年 度  H ２０ 

事業費 ０．２千万円 

延 長 Ｌ＝１５ｍ 

幅 員 Ｗ＝３．０ｍ 

新見市大佐大井野(赤松） 

県道と小坂部川間の立木伐採 

④ 延長 Ｌ＝２００ｍ 

（道路愛護会・新見市） 

成果・効果 

１ 愛護会を通じて地元要望の集約・地元説明・用地交渉等について円滑に進めることが 

できた。 

２ 住民との対話を重視し意向を出来る限り吸い上げることにより「住民の視点に立った 

道づくり」を進めることができたほか「自分たちの手で道路をつくり、まもる」といっ 

た地元の意識も醸成された。


